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１年間お疲れさまでした。 
 

この年は皆さんにとってどんな１年でしたか？イベント目白押しの年末年始が待っています。 

10 月末から新型コロナウイルス感染者が増加し、現在第八波の中にいます。充実した冬休みを過ごせるように 

感染対策だけでなく免疫を高めるためにもメリハリをつけた生活を意識して過ごしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｓ 

冬休み中は楽しく開放的な気分になりやすい為 

トラブルに巻き込まれないよう注意しましょう 



 

！年末年始はさらなる新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されています！ 

新型コロナウイルスは                         

飛沫感染                                            接触感染 

  
 

 
 
 
新型コロナウイルスについてはどちらかというと飛沫感染（マイクロ飛沫）の方が接触感染よりも感染する場合が多

いと言われています。つまり“食べるところ”と“話すところ”、大勢の人が集まって食事や会話を楽しむイベントでの

感染リスクが高いのです。 

こうした新型コロナウイルスの感染リスクを高める行動や場面として新型コロナウイルス感染症対策分科会では感染

リスクを高める「４つの場面」を挙げています。 

 
密閉した空間での会話や飲食などがリスクを高める要因であり、飛行機や新幹線などでの移動そのものが悪いわけ

ではありません。工夫しながら豊かな時間を送ってください。 

＜参加したいイベントがあったら＞ 

1. その 1 週間前から他の集まりには参加しない 

2. 検温などの体調確認を毎日行う 

3. 咳、喉の痛み、発熱などの症状があったら参加しない 

などの対策をとることが感染しない・させないことにつながります。  

①まずは「山梨県新型コロナウイルス感染症受診・相談センター(24 時間対応)」055-223-8896

（甲府市在住の方は「甲府市受診・相談センター(24 時間対応)」055-237-8952） 

➁陽性だった場合に「陽性者登録センター」で登録 

 山梨県/陽性者登録について(https://www.pref.yamanashi.jp/corotaisaku/center_youseisyatouroku.html) 

③体調に不安がある場合は「陽性者登録センター」で登録完了後に「健康フォローアップセンター」で２４時間いつで

も相談ができます。 

感染者の咳、唾などと一緒に放出された

飛沫、会話や大声により放出された小さ

な飛沫を口や鼻から吸い込むことによる

感染 

感染者が放出したウイルスが付着したものを

触った手で口や鼻を触ることで感染 

 

 
 

楽しい時間が増える 

年末年始に「４つ」の場面を 

思い出してみよう 

集まる時間を減らす、時間を短縮する、 

事前に互いの体調を確認し合う 

のも有効です！ 


